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【研究のポイント】  
 男女ともに、震災による家屋被害が大きく社会的に孤立していると、家屋被害が無く

社会的に孤立していないのと比べて、抑うつ症状とより関連していました。 
 また、震災による家族の死を経験し社会的に孤立していると、家族の死を経験せず社

会的に孤立していないのと比べて、抑うつ症状とより関連していることが分かりまし

た。 
 

本研究成果は 5月15⽇に国際学術雑誌 BMC Public Health 誌に掲載されました。URL: 

https://bmcpublichealth.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12889-021-10896-5 
 
【概要】  

  2011年3月11日に発生した東日本大震災では、被災者の多くが地震や津波で家族や友人

を失い、また家屋被害によってこれまでの生活環境が一変し、社会的に孤立しやすい状況

となっていました。 



 社会的孤立とは、社会の中で他人との交流が少なく孤立している状態をいいます。社会

的に孤立している人は、心血管疾患や認知機能低下、および抑うつ症状*1が起こりやすく

なることがこれまでの研究で報告されています。しかしながら、震災による家屋被害と社

会的孤立の組み合わせ、または、震災による家族の死亡と社会的孤立の組み合わせが抑う

つ症状と関連するかどうかはわかりませんでした。 
 そこで、本研究では、東日本大震災の被災地に住む地域住民を対象に、社会的孤立が抑

うつ症状と関連するかどうか、震災による家屋被害と社会的孤立と組み合わせ、または、

震災による家族の死と社会的孤立と組み合わせが抑うつ症状と関連するかどうかを検討

しました。 
 東北メディカル・メガバンク計画に参加した岩手県および宮城県の地域住民のうち、

48,958人を対象に解析を行いました。 
社会的孤立は、Lubben social network scale 6（LSNS-6）*2によって評価し、LSNS-6の得点

が12未満の場合を社会的孤立ありと定義しました。また抑うつ症状は、Center for 
Epidemiological Studies-Depressive Scale（CES-D）*3によって評価し、CES-Dの得点が16以上

の場合を抑うつ症状ありと定義しました。 
男女別に社会的孤立が無い場合と比較した社会的孤立がある場合の抑うつ症状の関連、

および、震災による家屋被害または家族の死と社会的孤立の組み合わせによる抑うつ症状

との関連を検討しました。 
 その結果、男女ともに社会的に孤立している人は社会的に孤立していない人と比べて抑

うつ症状のオッズ比*4が有意に高いことがわかりました。また、震災による家屋被害が大

きく社会的に孤立している人は、震災による家屋被害が無く社会的に孤立していない人に

比べて、男女ともに抑うつ症状のオッズ比が高いこと（図1参照）、また、震災による家族

の死を経験し社会的に孤立している人は、震災による家族の死の経験が無く社会的に孤立

していない人に比べて、男女ともに抑うつ症状のオッズ比が高いことがわかりました（図

2参照）。 
 

【まとめと展望】  
 本研究では、東日本大震災の被災地に住む地域住民の方々における社会的孤立と抑うつ

症状の関連を震災による家屋被害や震災による家族の死の影響と合わせて検討しました。

その結果、社会的孤立がある場合、抑うつ症状のリスクが高いこと、震災による家屋被害

や震災による家族の死の経験があり、かつ社会的孤立があると抑うつ症状が起こりやすい

可能性が考えられました。 
 社会的に孤立しやすい人のメンタルヘルスに対して震災が与えた影響は大きく、社会的

に孤立しやすい人、特に甚大な家屋被害や家族の死を経験した人々に対しては、中長期的

なこころのケアと同時に、孤立防止のための見守りや生活上の相談、専門機関へのつなぎ

等の支援の両方がより必要であることが示唆されます。 
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【用語解説】  
*1 抑うつ症状 
   気分が落ち込んで何にもする気にならない、気分が沈んで何も楽しめなくなる状態が

強くなり、こころや身体に症状がみられること。 
 



*2  Lubben social network scale 6（LSNS-6） 
   社会的孤立を測定する尺度です。12点未満を社会的に孤立していると評価します。 
 
*3  Center for Epidemiological Studies-Depressive Scale（CES-D） 
  抑うつ症状を測定する尺度です。16点以上を抑うつ症状があると評価します。 
  
*4 オッズ比 
ある事象が起こる確率を、その事象が起こらない確率で割ったものをオッズといいま

す。起こる確率と起こらない確率が同じときにオッズの値は1となります。 
オッズ比とは、ある条件におけるオッズと別の条件におけるオッズの比であり、ある事

象の起こりやすさを2つの群で比較して示すときの指標のことです。オッズ比が1よりも大

きいと事象が起こりやすい、小さいと起こりにくいことを表します。 
 

 
 

図1 震災による家屋被害と社会的孤立の有無による抑うつ症状の関連 
 

（p < 0.001は得られた大きさ以上の差が1000回に1回よりも少なくしか偶然に起こらないこと、 
p < 0.01は得られた大きさ以上の差が100回に1回よりも少なくしか偶然に起こらないことを表します） 

 
 
 
 
 
 

 



図2 震災による家族の死と社会的孤立の有無による抑うつ症状の関連 
 

 


